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武　州　み　た　け
　

お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
。
私
、
令
和

元
年
度
よ
り
当
社
の
本
務
員
に
選
定
い
た
だ

き
は
や
一
年
。
な
ら
び
に
、
東
京
二
十
三
区

内
か
ら
御
岳
山
に
移
り
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
一
年
と
少
々
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
号
の
『
祭
時
記
』
は
、
僭
越
な
が
ら
そ

ん
な
新
米
神
職
よ
り
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

雅
楽
講
習
会
と
祭
式
講
習
会
。
い
づ
れ
も

一
流
の
先
生
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
直
接

ご
指
導
、
ご
教
授
い
た
だ
け
る
事
に
感
嘆
。

　

欲
に
か
ら
れ
、
古
文
書
を
読
み
、
気
学
に

も
触
れ
て
い
く
な
か
、
二
度
に
わ
た
る
大
型

台
風
の
猛
威
。
数
箇
所
に
崩
落
が
起
こ
る
。

山
上
の
復
旧
や
整
備
に
は
、
ま
ず
自
分
た
ち

が
動
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
知
る
。
魔
を
射

る
流
鏑
馬
祭
に
穏
や
か
な
日
々
を
祈
る
。

　

風
呂
場
の
備
品
を
無
垢
材
に
替
え
て
み
た

と
こ
ろ
、
み
る
み
る
う
ち
に
多
種
多
様
な
カ

ビ
が
発
生
。
恐
る
べ
し
、「
霧
の
御
嶽
」。

　

新
年
一
番
祈
祷
か
ら
元
旦
祭
。
多
く
の
ご

参
拝
の
方
に
驚
き
額
に
汗
。
念
願
で
あ
っ
た

太
占
祭
へ
ご
奉
仕
。
講
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
や
、
ご
参
拝
の
方
と
の
お
話
な
ど
か
ら
、

当
社
の
歴
史
や
独
自
性
を
再
認
識
し
、
自
ら

が
伝
え
継
承
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
の

重
み
と
責
任
を
感
じ
気
を
引
き
締
め
る
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
、
朝
一
番
、
外
が
雪
化

粧
を
し
て
い
よ
う
と
、
視
野
一
面
の
銀
世
界

が
拡
が
っ
て
い
よ
う
と
、
も
う
驚
か
な
い
。

【
令
和
元
年　

七
月
・
八
月
】

　

本
務
新
任
奉
告
祭
。
緊
張
の
な
か
迎
え
る

日
々
の
神
明
奉
仕
。
あ
る
日
は
山
を
歩
き
、

あ
る
日
は
滝
に
打
た
れ
。
ま
た
あ
る
日
は
参

道
や
集
落
内
の
木
を
伐
り
草
を
刈
り
。
腰
か

ら
鋸
や
鉈
を
提
げ
、
手
に
は
大
鎌
や
草
刈
り

機
を
持
つ
人
々
…
あ
れ
？
こ
の
人
、
つ
い

さ
っ
き
ま
で
装
束
を
着
て
い
た
よ
う
な
…
？

　

ご
先
祖
様
に
は
大
変
失
礼
な
が
ら
、
盆
の

迎
え
火
も
送
り
火
も
慌
た
だ
し
く
焚
く
。

【
九
月
・
十
月
】

【
十
一
月
・
十
二
月
】

　

秋
季
大
祭
。
中
だ
る
む
間
も
な
く
、
紅
葉

の
盛
り
に
多
く
の
方
を
お
迎
え
す
る
。
落
葉

や
雪
が
積
も
っ
た
な
ら
、
い
つ
何
時
、
誰
と

も
な
く
境
内
や
参
道
を
掃
き
清
め
る
。
そ
ん

な
山
の
民
た
ち
へ
尊
敬
の
念
を
増
す
と
と
も

に
、
私
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思
う
。
ま
た
街

よ
り
お
よ
そ
四
〜
五
度
は
低
い
と
い
う
寒
さ

に
あ
て
ら
れ
は
じ
め
た
の
も
丁
度
こ
の
頃
。

　

立
地
上
、
七
五
三
の
お
詣
り
の
方
は
少
な

い
の
で
、
じ
っ
く
り
御
祈
祷
に
お
つ
と
め
い

た
し
ま
す
。
防
寒
対
策
を
な
さ
っ
て
是
非
。

【
令
和
二
年　

一
月
・
二
月
】

【
三
月
・
四
月
】

　

春
季
大
祭
。
突
如
と
し
て
訪
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
恐
怖
。
恒
例
の
講

社
代
参
や
、
剣
道
大
会
等
の
催
事
が
次
々
に

中
止
。
神
職
の
本
道
た
る
祭
典
も
規
模
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
に
。
花
も
咲
き
緑

も
萌
え
、
天
気
も
良
い
と
い
う
の
に
。
閑
散

と
し
た
山
に
一
抹
の
不
安
を
お
ぼ
え
る
。

　

快
復
を
祈
り
、
収
束
を
乞
い
願
う
一
節
を

加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
毎
朝
の
日
供
祭
。

【
五
月
・
六
月
】

　

山
を
あ
げ
て
の
例
大
祭
・
日
の
出
祭
も
史

上
初
の
縮
小
。
宝
物
殿
と
授
与
所
を
閉
鎖
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
の
ち
、
対
策

を
施
し
再
開
す
る
。
人
の
移
動
が
少
な
い
た

め
か
、
山
も
活
き
活
き
し
、
動
物
と
の
遭
遇

率
も
上
が
る
。
境
内
か
ら
見
や
る
東
京
の
街

は
冬
の
空
か
と
思
う
ほ
ど
に
澄
ん
で
い
た
。

　

山
の
茅
を
刈
り
、
伝
統
に
則
っ
て
茅
の
輪

を
編
ん
だ
。
こ
の
「
夏
越
の
大
祓
」
を
機
に
、

少
し
で
も
良
き
方
へ
向
か
い
ま
す
よ
う
に
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
、あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
。

　

し
か
し
、
山
の
民
は
よ
く
笑
う
。
先
輩
方

は
、
神
明
奉
仕
に
勤
し
み
な
が
ら
宿
坊
を
営

み
、
料
理
を
振
る
舞
い
客
を
も
て
な
し
、
楽

を
奏
し
神
楽
を
舞
い
、
草
木
を
整
え
畑
を
耕

し
、
救
難
救
助
に
出
動
し
、
雨
に
も
風
に
も

雷
に
も
雪
に
も
獣
や
虫
に
も
負
け
ず
、
山
上

生
活
の
不
便
さ
は
微
塵
も
感
じ
さ
せ
ず
、
よ

く
動
き
、よ
く
笑
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
今
ま
で
街
で
は
出
会
っ
た
こ
と
の
な

い
、
生
活
力
に
満
ち
、
年
の
わ
り
に
若
く
、

活
き
活
き
し
て
い
る
人
、
と
い
う
の
が
そ
こ

ら
じ
ゅ
う
に
い
る
。
恐
ろ
し
い
。
山
の
良
い

水
と
空
気
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
私
も
少
し
づ
つ
で
も
、
そ
ん

な
「
山
の
民
」
に
近
づ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
ず
は
笑
顔
、
笑
顔
。　
（
記　

服
部 

朋
也
）
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流
鏑
馬
と
い
う
と
馳
せ
る
馬
上
か
ら
三
つ
の
的
め
が
け
鏑
矢
を
射
る

武
将
姿
を
想
像
し
ま
す
が
、御
岳
の
流
鏑
馬
に
は
馬
が
登
場
し
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
初
期
か
ら
記
録
に
残
る
神
事
で
、
旧
暦
九
月
二
十
九
日
夕
暮

れ
を
待
っ
て
行
わ
れ
、
二
月
八
日
に
日
の
出
と
と
も
に
行
わ
れ
る
「
日

の
出
祭
」
と
陰
陽
対
の
祭
儀
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
暦
二
十
九
日
は
新
月
の
前
日
か
前
々
日
、月
明
か
り
の
な
い
闇
の
中
、

か
が
り
火
を
た
よ
り
に
今
日
同
様
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
神
社
で
の
祭

儀
を
終
え
鳥
居
前
広
場
に
着
い
た
斎
主
の
指
示
で
、
か
が
り
火
に
照
ら
さ

れ
た
広
場
の
東
西
に
騎
手
、
南
北
に
的
所
役
が
移
動
し
、
騎
手
の
「
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
か
」
の
発
声
で
静
か
に
儀
式
が
始
ま
り
ま
す
。
騎
手
両
者

は
時
計
回
り
に
一
周
し
、
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
弓
を
は
じ
く
所
作
を
行
い

ま
す
。
弓
を
は
じ
く
鳴め

い
げ
ん弦
の
音
は
、悪
霊
退
散
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
、

蟇ひ
き
め目
神
事
で
も
使
わ
れ
ま
す
。
結
核
・
チ
フ
ス
・
ペ
ス
ト
・
コ
レ
ラ
な

ど
が
流
行
る
と
、
古
く
は
こ
う
し
た
神
事
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
周
目
に
弓
を
射
る
と
集
ま
っ
た
人
々
は
矢
に
射
ら
れ
た
的
を
意

－ 3－

味
す
る
木こ
っ
ぱ片
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

矢
で
射
貫
か
れ
、
魔
を
滅
す
る

と
さ
れ
る
木
片
に
、
焼
き
魚
を
の

せ
て
食
べ
る
と
、
無
病
息
災
が

約
束
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
片
は
、
ご
神
木
の
檜
や

杉
を
薄
く
裁
断
し
た
も
の
で
す
。

　

つ
か
の
間
の
儀
式
で
す
が
、

か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た
神
職

の
白
い
装
束
が
夕
闇
に
映
え
、

参
列
者
に
は
深
く
印
象
に
残
る

事
で
し
ょ
う
。

九
月
二
十
九
日

　
夕
刻
五
時
　
　
祭
典

　
　
　
五
時
半
　
行
事

『
幕
末
の
コ
レ
ラ
流
行
と
御
嶽
山
御
師
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
世
界
的
に
流
行

し
、
日
本
で
も
感
染
が

収
ま
り
ま
せ
ん
。
武
蔵

御
嶽
神
社
で
は
一
日
も

早
く
終
息
す
る
よ
う
に

靱
矢 

嘉
史

の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
し
か
い
な
い
」
と
信
じ
、
多
く
の
村
や

町
が
お
い
ぬ
様
を
拝
借
し
た
の
で
す
。

　

御
嶽
山
で
も
「
諸
国
一
統
病
気
流
行
」
を
受
け
、
二
名
の

若
い
御
師
が
、
安
政
五
年
九
月
、
川
越
町
（
現
・
埼
玉
県
川

越
市
）
で
、
神
輿
に
幣
串
・
鏡
な
ど
を
立
て
、
神
輿
を
守
護

す
る
像
（「
前
立
」）
と
し
て
、
所
持
す
る
「
木
像
・
黒
白
之

神
狛
等
」
を
置
い
て
幕
を
張
り
、
高
張
提
灯
・
旗
な
ど
を
立

て
て
「
開
帳
同
様
」
の
形
と
し
、
神
札
を
配
札
し
ま
し
た
。

結
果
「
数
多
参
詣
相
招
、
札
料
・
賽
銭
等
」
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
二
名
の
御
師
は
、
川
越
町
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
在
々

村
々
」、
さ
ら
に
中
山
道
の
桶
川
宿
（
現
・
埼
玉
県
桶
川
市
）

か
ら
新
町
宿
（
現
・
群
馬
県
高
崎
市
）
ま
で
巡
行
し
ま
し
た
。

御
嶽
山
の
お
い
ぬ
様
（「
黒
白
之
神
狛
」）
も
コ
レ
ラ
流
行
に

際
し
て
信
仰
を
集
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
御
嶽
山
に
伝
わ
る
古
文
書
で
、
コ
レ
ラ
流
行

に
直
接
関
係
す
る
史
料
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
レ

ラ
が
大
流
行
し
た
安
政
五
年
に
も
、
御
師
た
ち
が
例
年
通
り

講
中
を
廻
り
、
お
い
ぬ
様
な
ど
の
神
札
を
配
っ
て
い
た
記
録

が
相
当
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ラ
流
行
の
な
か
で
も
、

御
嶽
山
御
師
の
多
く
は
、
着
実
に
村
々
・
町
々
を
歩
い
て
配

札
し
、
講
中
に
対
し
て
家
内
安
全
な
ど
の
祈
禱
を
執
行
し
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
講
中
と
御
師
の
間
で

培
わ
れ
た
日
常
的
な
堅
い
紐
帯
に
よ
っ
て
、
御
嶽
山
は
コ
レ

ラ
流
行
に
対
峙
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
で
不
安
が
続
く
毎
日
で
す

が
、
感
染
対
策
を
十
分
行
っ
て
堅
実
に
日
常
生
活
を
送
り
、

従
前
通
り
変
わ
ら
ず
に
御
嶽
大
神
の
御
神
徳
を
信
じ
、
流
行

終
息
を
願
う
こ
と
が
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
参
考
文
献
】
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載　

祈
願
を
続
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら

明
治
時
代
前
期
に
は
コ
レ
ラ
の
世
界
流
行
が
何
回
も
お
こ

り
、
日
本
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
旧
暦
五
月
、
感
染
し
た
船
員
が

乗
る
ア
メ
リ
カ
船
が
中
国
の
上
海
か
ら
長
崎
港
に
入
港
し
、

日
本
に
コ
レ
ラ
が
上
陸
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
二
回
目
と
な

る
コ
レ
ラ
流
行
、
安
政
の
コ
レ
ラ
大
流
行
の
始
ま
り
で
す
。

コ
レ
ラ
は
長
崎
か
ら
中
国
・
関
西
地
方
に
広
が
り
、
六
月
に

は
東
海
道
沿
い
の
町
で
流
行
し
、
七
月
に
江
戸
に
侵
入
し
ま

し
た
。
八
月
に
は
江
戸
近
郊
ま
で
急
速
に
感
染
が
拡
大
し
、

さ
ら
に
東
北
地
方
に
も
広
が
り
、
九
月
に
終
息
し
ま
し
た
。

コ
レ
ラ
は
突
然
発
病
し
、
激
し
い
腹
痛
・
嘔
吐
・
下
痢
に
苦

し
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
る
と
数
日
で
死
に
至
り
ま
す
。
人
々

は
コ
レ
ラ
を
「
コ
ロ
リ
」
と
呼
び
、
即
死
病
と
し
て
恐
れ
ま

し
た
。
人
口
百
万
の
都
市
だ
っ
た
江
戸
で
は
約
三
万
人
が
亡

く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た

人
々
の
中
に
は
、
コ
レ
ラ
は
、
異
国
か
ら
到
来
し
た
「
悪
狐
」

の
仕
業
、
す
な
わ
ち
人
体
内
部
に
侵
入
で
き
る
「
く
だ
狐
」

に
よ
っ
て
発
症
す
る
と
考
え
る
者
も
現
れ
ま
し
た
。
御
嶽
山

と
同
じ
く
大
口
真
神
を
御
眷
属
と
す
る
三
峯
山
（
埼
玉
県
秩

父
市
。
三
峯
神
社
）
に
は
、
安
政
五
年
八
月
に
数
千
人
の
代

参
者
が
登
山
し
、
一
万
を
超
え
る
大
口
真
神
の
御
札
が
下
付

さ
れ
ま
し
た
。「「
悪
狐
」
を
退
治
で
き
る
の
は
、
狐
の
天
敵
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〔
連
載
〕
武
蔵
御
嶽
神
社
宝
物
シ
リ
ー
ズ

日

本

風

俗

史

学

会

会

員

前
青
梅
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

「
橘

た
ち
ば
な 

千ち

か

げ蔭
筆
『
御
嶽
山
』
社
号
額
」

齋

藤

愼

一

30

　

武
蔵
御
嶽
神
社
の
社
号
は
、
江
戸
時
代
初
期
に

は
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
五
月
二
二
日
の
寺

社
奉
行
へ
の
訴
状
に
「
武
州
御
嶽
金
峯
山
蔵
王

権
現
」、
更
に
古
い
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）

十
一
月
の
徳
川
家
康
の
署
名
入
（
御ご
は
ん
も
つ

判
物
）
の
寄

進
状
に
は
「
御
嶽
権
現
」
と
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
幕
府
の
命
令
で
武
蔵
国
全
体

の
地
誌
「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
が
編
集
さ

れ
ま
す
。
御
嶽
神
社
の
調
査
は
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
四
月
、「
風
土
記
稿
」
に
は
、
正
門

の
仁
王
門
（
現
在
随
神
門
）
に
「
東
国
社し
ゃ
し
ょ
く稷

総

社　

御
嶽
山
」、
二
の
鳥
居
に
は
「
武
蔵
国
号
社
」

の
額
が
あ
っ
た
と
記
録
し
ま
す
。
し
か
し
五
十
三

年
後
、
多
分
明
治
維
新
の
折
に
取
り
外
さ
れ
、
仁

橘 千蔭 筆「御嶽山」社号額

「
東
国
社
稷
総
社
」
は
、
関
東
の
土
地
と
穀
物
の
す

べ
て
を
守
護
す
る
お
山
」
と
い
う
堂
々
と
し
た
社

号
で
す
。
社
稷
に
は
国
家
の
意
味
も
あ
っ
て
重
み

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
御
嶽
が
農
業
神
と
し
て
古

く
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
格
を
も
表
現
し
得
て
い
ま

す
。
初
期
の
社
号
が
仏
教
的
で
祭
神
を
中
心
と
し

た
も
の
に
対
し
て
、当
時
の
祭
神
の
大
国
主
神
（
大

物
主
神
）、
少
彦
名
神
、
廣
國
押
武
金
日
命
（
蔵
王

権
現
）
な
ど
「
記
紀
」
の
い
う
国
土
経
営
の
神
徳

の
表
現
で
す
。

　

十
五
年
ほ
ど
年
代
は
下
り
ま
す
が
、
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）十
月
刊
の
一
枚
刷「
御
嶽
山
略
縁
起
」

（
青
梅 

恩
田
家
文
書
）
で
は
こ
の
二
つ
の
社
号
を
、

表
題
の
「
御
嶽
山
略
縁
起
」
の
上
に
「
御
嶽
國
号

御
社
」
と
「
東
国
社
稷
総
社
」
を
並
べ
て
二
行
に

角つ
の
が
き書

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
縁
起
書
は
一
般
向
け
で
す
が
、「
延
喜
式
」

や
「
日
本
書
紀
」・「
古
事
記
」・「
万
葉
集
」
な
ど
日

本
の
古
典
、
本
居
宣
長
の
「
玉
鉾
百
首
」
を
引
用

し
て
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
「
国
学
」
系
統
の
作

文
で
す
。
前
号
の
「
太
々
神
楽
」
で
紹
介
し
た
、

御
嶽
山
へ
文
化
十
年
代
か
ら
訪
れ
て
い
た
秩
父
の

神
職
で
国
学
者
の
齋
藤
義
彦
の
執
筆
と
推
定
さ
れ

る
国
学
の
考
え
方
で
の
縁
起
書
で
す
。

　

一
方
、
こ
の
神
号
の
起
点
の
背
景
は
、
享
保

十
二
・
十
九
年
の
二
度
の
八
代
将
軍
吉
宗
の
御
嶽

神
宝
上
覧
だ
と
思
い
ま
す
。
八
代
将
軍
吉
宗
は
、

保
存
の
指
示
を
寺
社
奉
行
か
ら
奉
書
で
伝
え
、
神

宝
に
対
し
て
「
武
蔵
国
之
宝
器
」
と
い
う
評
価
を

神
主
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
将
軍
の
権
威
を
背

景
に
し
て
御
嶽
側
で
の
神
威
高
揚
の
た
め
の
解
釈

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
二
）

正
月
、
神
主
の
浅
羽
蔵
人
の
宝
物
収
納
の
宝
蔵
建

造
出
願
に
関
わ
る
と
推
定
さ
れ
る
「
武
州 

御
嶽

山
起
立
覚
」
に
は
、「
為
社
稷
守
護
之
蔵
王
権
現

一
国
一
社
」「
東
國
社
稷
之
総
社
二
而
御
座
候
」
と

あ
る
社
号
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
三
度
目
の
十
代
家

治
将
軍
の
上
覧
に
あ
た
っ
て
の
答
申
書
に
は
、
吉

宗
の
発
言
と
共
に
、「
武
蔵
国
号
社
」
の
社
号
に

近
い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
、
御
嶽

神
社
の
神
威
を
示
す
社
号
と
し
て
定
着
、
文
化
二

年
頃
ま
で
に
は
、
正
門
の
仁
王
門
や
二
の
鳥
居
に

高
く
公
称
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
に
至
る
の
で
す
。

時
代
の
権
威
や
学
問
の
深
化
を
背
景
と
し
て
の
神

社
の
存
在
感
の
明
示
で
す
。

　

さ
て
額
の
裏
面
に
は
、
釘
を
打
ち
は
め
込
ん
だ

横
桟
が
外
れ
た
跡
が
あ
り
ま
す
。
針
金
を
付
け
て

仁
王
門
に
掲
げ
る
た
め
の
桟
で
し
ょ
う
。
表
と
柿

渋
塗
の
裏
に
そ
れ
ほ
ど
風
化
の
跡
が
無
い
の
は
、

短
期
間
の
掲
示
で
あ
っ
た
証
拠
で
す
。

　

裏
面
に
は
、「
文
化
二
季
歳
次
乙
丑（
一
八
〇
四
）

穐
（
秋
）
閏
八
月
二
十
有
八
日
」
橘 

千
蔭
書
」

と
や
や
上
部
に
三
行
に
彫
字
、
下
部
の
行
間
、
中

央
に
「
當
山
大
宮
司  

大
仲
臣
朝
臣  

郡く
に
え
だ枝

」、
そ

の
右
側
に
「
江
府
（
江
戸
）
御
使
者
狗
講
中  

世

話
人  

橋
場
町
代
参
講
中
」、
左
に
「
願
主
當
山

奏
者  

柴
﨑
信
濃
正
藤
原
郡
光
」
と
楷
書
で
二
行

に
彫
り
つ
け
ま
す
。

　

文
化
二
年
八
月
二
十
八
日
に
、「
千
蔭
流
」
の

書
道
家
で
も
あ
っ
た
橘 

千
蔭
が
筆
を
と
り
、
世

話
人
は
、
江
戸
の
御お
い
ぬ狗

講
中
の
橋
場
町
（
浅
草
の

隅
田
川
沿
い
の
町
。
現
在
台
東
区
と
荒
川
区
。
千

蔭
の
別
荘
の
石
浜
庵
が
あ
っ
た
）
代
参
講
で
す
。

願
主
は
、
講
の
先
達
の
柴
﨑
信
濃
正
藤
原
郡
光
で

す
。
奏
者
と
は
、
講
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
ょ
う
。

　

御
嶽
神
主
の
金
井
勇
助
政
国
の
養
子
で
江
戸
か

ら
来
た
大
輔
郡く
に
た
ね胤

は
、
こ
の
橋
場
町
に
あ
っ
た
橋

場
神
明
宮
の
神
主
鈴
木
兵
部
の
二
男
で
す
。
鈴
木

家
も
年
頭
に
江
戸
城
へ
登
城
し
、
御
嶽
神
主
家

と
同
格
で
す
。
父
の
鈴
木
兵
部
は
、
安
永
九
年

王
門
の
分
の
み
宝
物
殿
に
現
存

し
ま
す
。

　

額
は
、
江
戸
の
浅
草
橋
場
町

の
講
中
か
ら
の
寄
進
で
、
文

字
を
書
い
た
の
は
町
奉
行
所

与よ
り
き力

の
加
藤
又
左
衛
門
橘
千

蔭
（
一
七
三
五
〜
一
八
〇
八
）

で
し
た
。
千
蔭
は
、
国
学
者

加か
も
の
ま
ぶ
ち

茂
真
渕
の
門
人
で
、
有
名
な

本
居
宣
長
と
は
同
門
で
あ
っ
た

歌
人
で
国
学
者
で
す
。（
後
述
）

　

写
真
を
ご
覧
下
さ
い
。
柾
目

の
総
桧
木
造
り
で
、
縁ふ
ち

は
平
安

風
の
花は
な
さ
き
が
た

尖
形
で
白
木
の
生
地
を

生
か
し
、
木こ
ぐ
ち口

と
匡

き
ょ
う
か
く郭

と
文
字

に
の
み
墨
を
さ
し
ま
す
。
神
社

ら
し
く
古
雅
で
簡
素
、
清
々
し

い
意
匠
で
す
。
寸
法
は
、
全
体

で
縦
120
㎝
余
、
横
76.5
㎝
で
、
文

字
面
は
58.5
㎝
ｘ
106
㎝
で
す
。

　

三
行
に
わ
け
て
冠
称
に
し
た

（裏面）
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武　州　み　た　け
（
一
七
八
一
）
十
一
月
。
二
の
鳥
居
を
御
嶽
に
寄

進
、
こ
の
額
と
対
に
な
る
「
武
蔵
国
号
神
社
」
の

額
を
揚
げ
ま
し
た
。
郡
胤
は
、
実
父
や
兄
兵
庫
と

共
に
「
大
宮
司
大
仲
臣
郡
胤
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
橋
場
町
の
講
の
人
々
に
は
、
な
つ
か
し
い
鳥

居
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。仁
王
門
の
額
の
裏
面
の「
大

宮
司
大
仲
臣
朝
臣
郡
枝
」
は
こ
の
郡
胤
の
孫
で
、

名
乗
り
方
が
似
て
い
て
、
継
続
し
た
企
画
と
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
金
井
家
文
書
、
ま
た
金

井
家
の
講
に
も
、
江
戸
浅
草
橋
場
町
の
講
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
筆
者
の
橘 

千
蔭
で
す
が
、

こ
れ
は
捕
物
帖
な
ど
時
代
劇
で
お
な
じ
み
の
北
町

奉
行
配
下
寄
力
の
二
十
五
騎
の
一
人
で
、
吟
味
役

（
公
私
の
訴
訟
、
裁
判
、
処
刑
に
関
わ
る
）
と
い

い
屋
敷
地
を
貸
地
と
し
て
の
収
入
が
あ
り
、
富
裕

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
武
士
で
あ
り
な
が
ら
遊
芸

や
学
芸
に
遊
ぶ
余
裕
が
あ
り
、
江
戸
の
文
化
・
文

政
期
の
学
問
や
諸
芸
術
の
興
隆
期
の
一
翼
を
担
い

ま
し
た
。
千
蔭
の
父
枝え
な
お直

は
、
国
学
者
の
加
茂
真

渕
の
友
人
で
歌
人
で
す
。
真
渕
が
江
戸
へ
出
て
き

た
時
に
は
、
与
力
屋
敷
に
佳
居
を
提
供
し
、
和
歌

の
交
遊
を
し
、
十
四
歳
の
千
蔭
を
真
渕
に
入
門
さ

せ
て
い
ま
す
。
千
蔭
は
、
以
後
二
二
年
間
、
こ
の

「
近ち
か
ど
な隣

り
」
の
国
学
の
大
家
、
真
渕
の
膝
下
に
あ

り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
古
事
記
伝
」
を
著
し

た
伊
勢
の
本
居
宣
長
と
は
同
門
の
学
友
で
し
た
。

　

さ
て
、千
蔭
が
入
門
し
た
頃
の
真
渕
の
歌
風
は
、

古
今
調
で
し
た
か
ら
、
千
蔭
も
古
今
調
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
真
淵
は
万
葉
集
を
研
究
し
「
万

葉
集
考
」
と
い
う
註
釈
書
を
著
し
ま
す
。
千
蔭
も

そ
の
研
究
作
業
に
関
わ
り
、
万
葉
集
へ
の
知
見
を

深
め
ま
し
た
。
千
蔭
は
研
究
者
と
い
う
よ
り
、
国

学
の
中
心
と
な
る
万
葉
集
の
大
切
さ
、
魅
力
を
ど

う
か
し
て
多
く
の
人
に
理
解
し
、
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
歌
人
と
し
て
の
考
え
方
で
注
釈
書
「
万

葉
集
略
解
」
を
著
し
、
二
十
巻
三
十
冊
を
刊
行
し

ま
す
。
千
蔭
の
考
え
は
当
た
り
、
以
来
明
治
に
到

る
ま
で
、
万
葉
集
の
注
釈
書
と
し
て
最
も
多
く
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。千
蔭
の
三
人
の
学
友
も
協
力
し
、

殊
に
本
居
宣
長
は
、
千
蔭
の
問
題
提
起
に
ひ
と
つ

ひ
と
つ
至
当
な
意
見
で
答
え
ま
し
た
。
千
蔭
は
そ

の
意
見
を
す
べ
て
、「
宣
長
云
（
言
）」
と
明
記
し

て
引
用
し
ま
し
た
。
宣
長
は
そ
れ
以
前
に
「
万
葉

集
玉
の
小お
ご
と琴

」
と
い
う
注
釈
書
を
著
し
て
い
た
の

で
す
が
、
途
中
で
や
め
て
千
蔭
に
協
力
し
た
ほ
ど

真
剣
で
し
た
。「
万
葉
集
略
解
」
で
の
宣
長
の
存

在
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
優
れ
た
注
釈
書
は
、
版
行
さ
れ
た
文
字
が

優
雅
で
美
し
い
、
書
道
の
お
手
本
に
な
り
そ
う
な

見
事
な
筆
跡
で
す
。
万
葉
集
の
「
本
文
（
漢
字
表

記
の
短
歌
）」
は
、
楷
書
の
漢
字
で
、
そ
の
横
の

読
み
下
し
部
分
は
、
楷
書
の
仮
名
、
二
字
下
げ

た
「
註
釈
・
学
説
」
部
分
は
、
少
し
小
さ
な
行
書

の
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
整
然
と
書
き
分
け
て
い
ま

す
。
千
蔭
は「
草
書
の
仮
名
」の
名
手
と
さ
れ
、「
千

蔭
流
」
と
し
て
有
名
で
、
多
く
の
人
々
に
使
わ
れ

三
十
点
近
い
お
手
本
が
、
没
後
も
近
代
ま
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。『
略
解
」
の
版は
ん
し
た
が
き

下
書
に
は
、
千
蔭

の
筆
跡
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

　

千
蔭
は
「
略
解
」
の
跋ば
つ

（
あ
と
が
き
）
を
、
そ

の
草
書
の
仮
名
で
書
き
、「
略
解
」
は
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）に
開
始
し
、「
同
十
二
年（
一
八
〇
二
）

正
月
十
日
ま
で
に
み・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

づ
か
ら
書
き
お
は
り
ぬ
」
と

あ
り
ま
す
の
で
、「
略
解
」
の
版
下
書
は
千
蔭
の

筆
に
よ
る
も
の
と
も
よ
め
ま
す
。
得
意
の
草
書
を

避
け
て
、
読
み
や
す
い
、
楷
書
と
行
書
で
す
。
版

下
書
は
千
蔭
で
な
け
れ
ば
、
千
蔭
の
意
に
か
な
っ

た
筆
力
を
持
つ
人
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
五
十
年
も
昔
、
私
は
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人

で
あ
っ
た
叔
父  

桜
木
成
一
か
ら
贈
ら
れ
た
「
万

葉
集
略
解
」
の
三
十
冊
揃
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
、二
冊
目
の
刊
本
が
不
足
し
て
、
筆

写
本
で
補
充
し
て
あ
り
、
そ
れ
が
刊
本
の
筆
跡
と

類
似
し
て
い
て
、
伝
橘
千
蔭
筆
写
本
と
い
わ
れ
ま

し
た
。
二
冊
目
の
橘 

千
蔭
の
、
二
つ
の
雅
名
「
橘 

千
蔭
」・「
橘 

八や
ち
ま
た衢

」
の
も
と
に
な
っ
た
和
歌
の

部
分
と
刊
本
の
跋
の
部
分
を
お
目
に
掛
け
ま
す
。

　

御
嶽
山
の
社
号
額
も
、
草
書
の
仮
名
の
名
手
の

千
蔭
の
作
品
と
し
て
は
、
楷
書
体
と
行
書
の
漢
字

で
あ
る
の
も
め
ず
ら
し
い
。
神
社
の
額
を
揮
毫
の

例
も
あ
り
ま
せ
ん
。
制
作
年
代
が
わ
か
る
の
も
貴

重
で
す
。
し
か
も
町
内
の
講
中
の
た
め
の
揮
毫
で

す
。「
万
葉
集
略
解
」
著
作
の
発
想
と
同
じ
よ
う
な

千
蔭
の
人
柄
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

国
学
者
と
の
縁
の
多
い
御
嶽
山
に
、
国
学
の
主

流
に
あ
っ
た
加
茂
真
渕
や
本
居
宣
長
と
深
く
交
流

し
、
そ
の
都
会
性
故
に
江
戸
派
と
称
さ
れ
た
橘 

千
蔭
の
名
筆
が
社
号
額
と
し
て
庶
民
的
な
浅
草
の

講
を
仲
介
と
し
て
今
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
感

慨
を
覚
え
ま
す
。

　

な
お
、
青
梅
の
文
人
で
御
嶽
山
へ
も
何
度
も
訪

れ
た
黒
田
庄
左
衛
門
（
山
田
早
苗
）
は
、「
玉
川

泝そ
げ
ん源

日
記
」
の
中
で
、前
出
の
「
御
嶽
山
略
縁
起
」

を
「
日
本
書
紀
」「
古
事
記
」「
延
喜
式
」
を
引
用

し
、
文
献
批
判
（
考
証
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
永え
い
き
ゅ
う
で
ん
か
ぶ
ほ
ん
で
ん

久
田
家
務
本
伝
」
で
千
蔭
の
「
万
葉
集
略
解
」

か
ら
、
本
文
の
頁
数
（
丁
附
）
ま
で
付
け
て
引
用

し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　【主

な
参
考
文
献
】

「
日
本
古
典
文
学
大
事
典
」（
岩
波
書
店
）

「
町
奉
行
与
力
の
風
流
な
生
活
」（
昭
和
女
子
大
学 

光
葉
博
物
館
図
録 

二
〇
一
一
年
）

「
原 

胤
明
旧
蔵
資
料
調
査
報
告
書
」（
千
代
田
区

教
委　

二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
一
年
）

「
時
代
風
俗
考
証
事
典
」（
林 

美
一　

河
出
書
房

新
社
一
九
七
七
年
）

う
重
職
に
あ
っ
た
人
で
す
。
同
じ
八
丁
堀
の
同
心

五
十
人
は
そ
の
配
下
で
す
。
奉
行
所
で
は
、
奉
行

の
側
近
、調
査
担
当
で
す
。
江
戸
天
下
祭
の
折
は
、

麻
裃
姿
で
、
騎
馬
の
与
力
五
騎
が
祭
礼
行
列
の
警

固
と
し
て
、
江
戸
城
の
田
安
門
・
半
蔵
門
へ
の
入

城
ま
で
付
き
添
っ
て
い
ま
し
た
。
城
内
へ
は
入
ら

ず
、
城
門
で
御お
さ
き
て

先
手
寄
力
へ
引
き
渡
す
の
で
す
。

江
戸
の
町
人
達
に
と
っ
て
は
身
近
な
武
士
で
「
八

丁
堀
の
旦
那
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

与
力
は
御
家
人
で
、
石
高
二
百
石
、
役
料
三
十

石
と
小
身
で
す
が
、
職
掌
柄
、
大
名
方
か
ら
公
式

の
付
け
届
け
は
、
年
三
千
両
は
あ
っ
た
と
か
、
広

「万葉集略解」二十巻の跋 「万葉集略解」筆写本  二巻の本文
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敬
神
奉
賛
員
の
皆
様
に
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
信
仰
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難

く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

関
八
州
総
守
護
社
で
あ
る
武
蔵
御
嶽
神
社
の
護
持
発
展
な
ら
び
に
、
ご
信
仰
厚
き
皆
様
の

安
寧
の
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
敬
神
奉
賛
員
も
、
多
く
の
方
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
お
陰

様
を
持
ち
ま
し
て
奉
賛
会
設
立
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
程
に
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
奉
賛
員
の
皆
様
の
お
陰
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
今
秋
に
第
一
回
目
と
な
る
「
奉
賛
員
大
祭
」
が
執
行
さ
れ
る
は
ず
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
延
期
と
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
る
と
年
内
開
催
は
難
し
く
、
来
年
十
月
に
開
催

を
予
定
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご
連
絡
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
、
通
常
の
神
社
運
営
に
も
大
き
な
変
化
を

敬
神
奉
賛
員
通
信

　

当
社
で
は
、
敬
神
奉
賛
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
敬
神
奉
賛
員

と
は
、
御
嶽
大
神
の
御
神
徳
を
敬

い
、
皆
様
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
て
、
ま
た
武
蔵
御
嶽
神
社
の
更

な
る
護
持
発
展
を
目
的
に
創
設
い

た
し
ま
し
た
。

　

奉
賛
員
に
は
例
祭
、
祭
典
・
行

事
の
ご
案
内
の
ほ
か
、
新
年
に
向

け
て
の
御
神
札
な
ど
各
種
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
ご
入
会
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
費　

五
〇
〇
〇
円

※
詳
し
く
は
、

社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

も
た
ら
し
ま
し
た
。
日
の
出
祭
の
縮
小
は

も
と
よ
り
、
講
中
の
春
参
り
の
自
粛
、
御

朱
印
は
書
き
置
き
の
み
の
対
応
な
ど
寂
し

い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
の
御
祈
祷
・
御
守
り
等
の
受
付
を

積
極
的
に
行
い
、
参
詣
で
き
な
い
方
の
た

め
の
努
力
を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
日

行
う
朝
拝
と
夕
拝
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
一
日
で
も
速
い
収
束
を
願
う
終

息
祈
願
を
加
え
さ
せ
て
頂
き
、
今
も
続
け

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
心
の
拠
り
所
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
全
う
致
し
た
く
神
社
を

運
営
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
信
仰
を
い
た
だ
け
ま
す

様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
口
真
神
式
年
祭

令
和
五
年

　

お
い
ぬ
様
で
知
ら
れ
る
「
大
口
真
神
」
は
、
男
具
那
社

の
ご
祭
神
で
あ
る
「
日
本
武
尊
」
の
御
眷
属
で
あ
り
、
ま
た
火
難
盗
難
、
諸
災
退
除
の
守

護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
『
日
本
武
尊
御
東
征
の
み
ぎ
り
、
山
路
険
し
き
道
で
邪
神
の
妖
霧
に
犯
さ
れ
道
を
失
い

し
時
、
忽
然
と
白
狼
が
現
れ
道
案
内
を
し
て
尊
の
難
を
お
救
い
し
た
と
あ
り
、
尊
よ
り
、

こ
れ
よ
り
御
嶽
神
社
の
御
使
者
と
し
て
世
の
人
々
を
救
う
よ
う
に
と
仰
ら
れ
た
。』

こ
と
か
ら
大
口
真
神
と
し
て
境
内
に
鎮
ま
り
、多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
で
は
平
成
二
十
三
年
よ
り
、
御
神
像
を
ご
本
殿
に
お
遷
し
し
て
行
わ
れ
る
、
大
口

真
神
式
年
祭
を
十
二
年
毎
に
行
う
こ
と
と
な
り
、
令
和
最
初
の
御
開
帳
大
口
真
神
式
年
祭

が
三
年
後
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
自
然
災
害
、
世
界
的
な
疫
病
の
蔓
延
と
私
達
の
生
活
を
脅
か
し
、
誰
も
が
先
の
見

え
な
い
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
諸
災
退
除
の
守
護
神
で
あ
る

大
口
真
神
の
御
神
徳
を
輝
か
し
め
て
、
世
界
の
平
和
と
安
寧
、
そ
し
て
講
中
崇
敬
者
皆
様

の
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
厄
難
消
除
を
式
年
祭
で
お
祈
り
す
る
の
で
す
。
現
在
そ
の
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
以
降
改
め
て
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。

　

式
年
祭
に
あ
た
り
、
境
内
整
備
等
を
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
皇
御
孫
命
社
、

常
磐
堅
磐
社
の
修
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
宝
「
赤
絲
威
鎧
」
は
明
治
三
十
六

年
の
修
理
後
一
〇
〇
年
が
経
ち
漆
の
剥
離
等
進
ん
で
い
る
た
め
、
一
〇
〇
年
先
ま
で
変
わ

ら
な
い
姿
で
い
ら
れ
る
よ
う
十
分
な
修
復
を
行
う
予
定
で
す
。
他
に
宝
物
殿
の
改
修
工
事

も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
整
備
事
業
に
、
深
い
ご
理
解
と
ご
信
仰
を
賜
り
、
皆
様
の
心
か
ら
の
御
奉
賛
を

仰
ぎ
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
奉
賛
の
お
願
い

御
奉
賛
　
一
口
　
二
千
円
〜



－７－

武　州　み　た　け

御
岳
山
の
行
事

令
和
二
年

　

一
月　
　

一
日

　
　
　
　
　

三
日

　

二
月　
　

三
日

　
　
　
　
　

初
午

　
　
　

二
十
三
日

　

三
月　
　

八
日

　
　
　
　

二
十
日

　

四
月　

十
六
日

　
　
　

二
十
九
日

　

五
月　
　

七
日

　
　
　
　
　

八
日

　
　
　
　

十
五
日

　

六
月
二
十
一
日

　
　

二
十
七
・
八
日

　
　
　
　

三
十
日

　

七
月　

十
八
日

　
　
　
　

十
八
日

　
　
　
　

十
九
日

　

九
月　
　

六
日

　
　
　
　

十
二
日

　
　
　
　

十
三
日

　
　
二
十
五
日
〜
二
十
七
日

　
　
　

二
十
九
日

十
月　
　

十
一
日

　
　
　
　

十
八
日

　
　
　
　

十
七
日

　
　
　

二
十
四
日

十
一
月　
　

八
日

　
　
　

二
十
三
日

十
二
月　
　

八
日

　
　
　

三
十
一
日

元
旦
祭

太
占
祭

大
口
真
神
社
祭

節
分
祭

稲
荷
社
祭

天
長
祭

春
季
大
祭
（
祈
年
祭
）

奉
納
俳
句
奉
告
祭

産
安
社
祭

奉
納
剣
道
大
会
・
介
山
祭（
中
止
）

日
の
出
祭
（
宵
宮
）

日
の
出
祭
（
神
輿
渡
御
）

男
具
那
社
祭

大
口
真
神
社
祭

神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開 

中
止

修
行
体
験
講
座
（
一
泊
）
中
止

夏
越
大
祓

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
ま
つ
り

　
　
　
（
〜
九
月
十
二
日
）

薪
神
楽

滝
行
体
験
講
座
（
中
止
）

カ
ン
タ
ン
を
聴
く
会

薪
神
楽

一
日
修
行
体
験
講
座

御
岳
山
天
空
縁
日
（
中
止
）

大
口
真
神
社
祭
・
流
鏑
馬
祭

敬
神
奉
賛
員
大
祭(

中
止
）

神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開

天
空 

も
み
じ
ま
つ
り

　
（
〜
十
一
月
二
十
三
日
）

秋
季
大
祭
（
新
嘗
祭
）

末
社
祭

御
岳
登
山
競
走
（
中
止
）

大
祓

六
月
〜
十
一
月　

第
四
日
曜
日　

夜
神
楽 

中
止

毎　

月　
　

八
日   

月
次
祭

毎　

日　
　
　
　

   

日
供
祭

新
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
由
緒
あ
る
武
蔵
御
嶽
神
社
の
総
代
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、

小
髙
義
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
生
折
り
返
し
を
過
ぎ
た
私
に
、
こ
の
様
な
大
役
が
務
ま
る
か
は
な

は
だ
心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
須
崎
宮
司
を
始
め
、
神
職
の
方
々
の
ご

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
日
々
勉
強
と
考
え
、
一
生
懸
命
努
め
て
い
く
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

宮
司
と
本
務
職
員
十
二
名
が
直
接
神
社
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
手

助
け
を
す
る
の
が
総
代
で
す
。
大
祭
・
中
祭
で
宮
司
を
補
佐
し
、
小
祭

で
は
必
要
に
応
じ
て
宮
司
の
代
理
を
務
め
、
宮
司
の
諮
問
に
意
見
を
述

べ
、
会
計
監
査
を
行
う
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。
極
め
て
微
力
な
が
ら
、

そ
の
職
責
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
代　

秋
山  
佳
久

総
代　

小
髙  

義
行

　

こ
の
度
本
務
を
仰
せ
付
か
り
ま
し
た
権
禰
宜
の
馬
塲
と
申
し
ま

す
。
私
は
國
學
院
大
学
神
道
文
化
学
部
を
卒
業
し
神
職
資
格
を
取
得

し
た
後
、
東
京
都
板
橋
区
は
氷
川
神
社
に
三
年
間
奉
職
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
二
年
前
よ
り
御
嶽
山
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

て
、
生
家
で
あ
る
宿
坊 

駒
鳥
山
荘
の
仕
事
を
熟
し
な
が
ら
、
幼
い

頃
よ
り
目
に
し
て
き
た
御
嶽
山
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
夏
よ
り
武
蔵
御
嶽
神
社
で
本
務
員
と
し
て
選
出
さ

れ
、
恐
れ
多
く
も
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
お
山

の
神
職
と
し
て
社
務
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
大
変
名
誉
で
あ
り
、
先
祖

代
々
が
受
け
継
い
で
き
た
御
嶽
の
歴
史
の
一
頁
を
紡
ぐ
こ
と
に
誇
り

を
も
っ
て
社
務
に
勤
し
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
宮
司
は
じ
め
諸
先
輩
方
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
講
中
や
ご
参
拝
者
の
皆
様
に
少
し
で

も
御
嶽
神
社
の
歴
史
や
風
土
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
邁
進
す
る

と
と
も
に
、
私
自
身
、
御
嶽
の
大
神
様
を
お
守
り
す
る
一
心
で
精
一

杯
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
故
、
御
社
頭
で
見
か
け
た
際
に

は
是
非
お
気
軽
に
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
務
職
員　

馬
塲  

慶
太
郎
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武　州　み　た　け

神
社
の
杜
ᷫ

五
十
五
ᷬ

片
栁　

茂
生

こ
の
山
林
は
何
処
？
「
共
有
山
の
日
誌
か
ら
」

　

御
岳
山
一
帯
の
山
林
は
、
武
蔵
御
嶽
神
社

社
有
林
、
私
有
林
、
そ
し
て
共
有
林
が
多
く

を
占
め
、
国
や
都
な
ど
公
の
山
林
は
殆
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

共
有
地
や
共
有
林
と
は
、
村
や
地
域
な
ど

で
そ
の
構
成
員
が
共
有
す
る
森
林
や
植
林
地

を
い
い
ま
す
。
御
岳
山
の
場
合
は
、
御
師
等

山
上
住
民
が
共
有
の
構
成
員
に
当
た
り
ま

す
。
共
有
地
や
共
有
林
は
、
広
い
山
林
も
あ

れ
ば
、
家
一
軒
建
た
な
い
狭
い
土
地
ま
で
い

ろ
い
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
昨
年
倒
れ
た
滝
本

の
大
銀
杏
が
立
っ
て
い
た
処
や
、
国
の
天
然

記
念
物
に
な
っ
て
い
る
神
代
欅
が
立
っ
て
い

る
土
地
、
山
上
に
二
か
所
あ
る
墓
地
、
そ
し

令
和
二
年　

十
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
〔
年
二
回
発
行
・
非
売
品
〕

編
集　

武
蔵
御
嶽
神
社

　
　
　
　
　
　
　
〇
四
二
八
（
七
八
）
八
五
〇
〇
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
駆
け
巡

り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
は
一
変
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。御
岳
山
で
も
自
粛
の
中
、昔
に
戻
っ

た
か
の
様
な
静
か
な
山
里
に
は
、
鹿
や
猪
が
隣

人
か
の
よ
う
に
頻
繁
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
夏

を
迎
え
る
と
参
拝
者
は
徐
々
に
増
え
、
参
拝
を

済
ま
せ
る
と
、
皆
人
一
様
に
さ
わ
や
か
な
顔
で

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
後
規
制
も
弱
ま
り
生

活
も
戻
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
新
生
活
様
式
の

中
、
ま
ず
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
す
る
手
立

て
が
一
日
で
も
早
く
確
立
す
る
事
を
期
待
し
つ

つ
、
御
嶽
大
神
に
世
界
と
日
本
の
平
和
、
皆
様

の
安
寧
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ウ
イ
ル
ス

退
散
を
祈
願
す
る
日
々
は
続
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
半
年
間
を
無
事
に
過
ご
せ
た

こ
と
を
御
嶽
大
神
に
感
謝
し
、
毎
年
丁
寧
に
教

授
下
さ
る
先
生
方
、ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

各
種
祭
典
や
行
事
に
御
協
力
・
御
協
賛
下
さ
い

ま
し
た
崇
敬
者
の
皆
様
、
各
所
関
係
機
関
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
齋
藤

愼
一
先
生
玉
稿
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
山
林
、
そ
れ
ら

を
合
わ
せ
た
面
積
は
、
な
ん
と
約
六
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
こ
れ
は
明
治
神
宮
（
神
宮

の
森
を
含
む
た
め
）
が
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
す
か
ら
同
じ
く
ら
い
の
面
積
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

共
有
の
日
誌
に
出
て
く
る
山
林
の
名
前
の

お
話
で
す
。

　

手
元
に
あ
る
共
有
日
誌
は
昭
和
三
十
年

頃
か
ら
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
総
会

や
役
員
会
の
議
事
録
的
な
も
の
で
す
が
、

折
れ
た
神
代
欅
の
枝
の
入
札
、
山
林
の
下

刈
り
の
入
札
な
ど
山
林
に
関
係
す
る
事
柄

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に

び
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
ま
で

で
あ
れ
ば
何
と
か
見
当
が
付
き
ま
す
。
し

か
し
先
輩
た
ち
は
さ
ら
に
や
や
こ
し
い
名

前
を
山
林
に
付
け
た
の
で
す
。

　
「
芝
（
死
馬
）
捨
」
ふ
む
ふ
む
、「
一
本

木
・
岩
茸
平
・
瘤
木
」
お
や
？
「
学
校
山
・

研
究
会
・
麻
雀
山
」
う
う
む
。

　

こ
う
な
る
と
何
処
の
事
や
ら
皆
目
見
当

が
つ
き
ま
せ
ん
。
先
輩
た
ち
曰
く
、「
麻

雀
山
」
は
、
下
刈
り
や
ら
雪
起
こ
し
（
雪

で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
若
木
を
起
こ
す
作

業
）
や
ら
の
人
足
で
集
ま
っ
た
の
に
、
何

故
か
仕
事
も
せ
ず
に
麻
雀
に
明
け
暮
れ
て

し
ま
う
山
。
誰
が
山
に
麻
雀
パ
イ
を
持
っ

て
行
く
の
で
し
ょ
う
？
面
白
い
名
で
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
山
と
い
う
山
林
も
あ
り
ま
し

た
。「
此
処
に
植
え
た
木
が
育
っ
て
売
れ

た
ら
み
ん
な
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
行
こ

う
」
と
い
う
意
味
で
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
が
、
今
の
材
木
事
情
で
は
・
・
・
夢
は

儚
く
消
え
て
し
ま
い
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

セ
ン
タ
ー
に
だ
っ
て
行
け
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
あ
ま
あ
そ
れ
は
と
も
か
く
、
先
輩
の

皆
さ
ん
「
一
本
木
・
岩
茸
平
・
瘤
木
」
こ

の
地
名
何
処
だ
か
教
え
て
下
さ
い
。
気
に

な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
の
で
す
。

【
Ｐ
３
「
幕
末
の
コ
レ
ラ
流
行
と
御
嶽
山
御
師
」
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今
で
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
山
林
の
地
名

が
数
多
く
出
て
き
ま
す
。
い

く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

野
中
裏
・
ハ
シ
バ
下
・
観

音
・
花
水
・
尾
平
（
オ
ダ
イ

ロ
）・
大
黒
尾
（
ダ
イ
コ
ク
ノ

オ
）
琴
沢
入
・
滝
本
入
な
ど

な
ど
。

　

現
在
で
あ
れ
ば
御
岳
山
○

○
番
地
と
か
御
岳
二
丁
目
○

○
番
地
な
ど
と
現
し
ま
す
が
、

昔
は
た
ぶ
ん
字
や
小
字
で
呼

「共有日誌」から


